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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 社会福祉を考える４

◆ 多摩同胞会の人材育成

◆ 施設だより
　　「平成をふりかえって」

1

今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

平成最後の節分です。
縁起がいいといわれる年男、
年女ですが、鬼になって登場
しました。 （あさひ苑）

鬼は外、福は内！
春はもうすぐですね。

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち
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高
齢
者
の
居
住
（
住
宅
）
福
祉
政
策
の
こ
れ
か
ら
の
課
題　

　
　

⑴
　
多
種
類
・
複
雑
な
居
住
体
系
を
、す
っ
き
り
わ
か
り
や
す
い
体
系
に

　

今
日
の
高
齢
者
向
け
住
宅
の
種
類
は
、20
種
類
以
上
に
分
か
れ
て
い
ま
す（
表
５
）。制
度

上
は
、老
人
福
祉
法
、介
護
保
険
法
、公
営
住
宅
法
、高
齢
者
居
住
法
な
ど
、多
岐
に
分
か
れ
、

所
轄
官
庁
も
、手
続
き
も
異
な
る
と
い
う
よ
う
に
、実
に
複
雑
に
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。で

す
か
ら
、居
住
面
積
基
準
も
、１
人
当
た
り
3.3
㎡
か
ら
25
㎡
ま
で
、大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。

利
用
し
よ
う
と
考
え
た
時
に
、ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
い
い
の
か
、誰
で
も
戸
惑
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、多
摩
同
胞
会
が
長
年
、交
換
研
修
な
ど
で
訪
問
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
住
宅
対
策
と
比
較
す
る
と（
表
５
）、一
目
瞭
然
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
般
住
宅
を
除

け
ば
、ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
の
３
種
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。こ
の
３
種
の
住
宅
の
１
人
当
た
り
の
面
積
は
、自
治
体
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
、25
㎡
以
上
の
個
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、こ
れ
で
高
齢
者

が
住
居
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
聞
き
ま
せ
ん
。

　

わ
が
国
で
も
、法
制
度
の
縦
割
り
や
ち
ょ
っ
と
の
条
件
や
要
件
で
種
類
、名
称
を
細
分
化

す
る
の
で
は
な
く
、利
用
し
や
す
く
、わ
か
り
や
す
い
単
純
な
体
系
に
組
み
立
て
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑵
　
住
宅
確
保
困
難
者
の
た
め
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
じ
め
、既
存
施
設
の
活
用
を

　

現
在
、高
齢
者
を
は
じ
め
、住
宅
確
保
困
難
者
に
は
、民
間
の
低
額
宿
泊
施
設（
宿
所
提
供

施
設
・
ア
パ
ー
ト
）を
活
用
す
る
制
度
を
基
本
に
動
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、生
活
の
土
台
で

あ
る
住
宅
の
提
供
は
、と
り
わ
け
経
済
的
に
も
困
難
な
人
々
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、民
間
の
市

場
で
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、公
的
な
制
度
の
中
で
、一
定
水
準
以
上
の
住
宅
を
提
供
す
る

仕
組
み
と
す
べ
き
で
す
。

も
に
、「
収
容
の
場
」か
ら「
生
活
の
場
」へ
と
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、従
来
か
ら
の
救
貧
的
な

色
彩
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も
生
活
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
あ
る
生
活
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、個
室
を
与
え
得
る
よ

う
な
体
制
に
移
行
す
べ
き
で
あ
る
」と
し
て
い
ま
す
し
、昭
和
57（
１
９
８
２
）年
に
ウ
ィ
ー

ン
で
開
催
さ
れ
た
国
連
の
国
際
高
齢
者
会
議
で
採
択
さ
れ
た（
日
本
も
採
択
に
賛
成
）『
高
齢

者
問
題
国
際
行
動
計
画
』で
は
、「
勧
告
34
」で「
施
設
入
所
が
高
齢
者
に
と
っ
て
必
要
又
は
や

む
を
得
な
い
場
合
に
は
、高
齢
者
の
尊
厳
、信
条
、ニ
ー
ズ
、利
益
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
十
分
尊

　

公
的
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、既
存
の
公
的
施
設
の
提
供

か
ら
ま
ず
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、現
在
で
も
約
１
万
人
余
の
空

き
部
屋
が
あ
り
ま
す
。公
的
な
経
済
支
援
の
制
度
も
あ
り
、生
活
の
世
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
十
分
に
整
っ
て
い
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
か
ら
始
め
る
の
が
、最
も
合
理
的
で
す
。

　

さ
ら
に
、住
宅
補
助
金
制
度
な
ど
を
設
け
て
、軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
既

存
施
設
や
高
専
賃
な
ど
に
も
入
居
で
き
る
よ
う
に
す
る
対
策
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

⑶
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
住
条
件
を
大
幅
に
改
善
す
る

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、低
所
得
者
の
居
住
施
設
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
き
た
経
過
も
あ
っ

て
、相
部
屋
、１
人
3.3
㎡
な
ど
と
い
う
極
め
て
低
い
水
準
で
し
た
が
、平
成
18
年
に
や
っ
と
、

個
室
、10.65
㎡
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。サ
高
住（
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
）に
比
べ
れ
ば
は
る

か
に
低
い
水
準
で
す
。「
健
康
に
し
て
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」と
し
て
の
生
活
・
文
化

水
準
ら
し
く
、快
適
な
生
活
が
営
め
る
居
住
条
件
に
、思
い
切
っ
て
改
善
、改
修
を
推
し
進
め

る
べ
き
で
す
。

　

低
所
得
層
の
人
々
だ
か
ら
低
い
水
準
で
良
い
と
す
る「
劣
等
処
遇
」（
貧
し
い
人
達
に
は
、

懲
罰
的
に
も
低
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
で
よ
し
と
す
る
差
別
的
）の
考
え
方
か
ら
、一
刻
も
早

く
脱
皮
す
べ
き
な
の
で
す
。

⑷　

居
住
の
権
利
の
確
立

こ
う
し
た
制
度
的
な
改
善
を
進
め
る
た
め
に
も
、居
住（
住
宅
）福
祉
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
が
、国
民
の
中
で
合
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。居
住（
住
宅
）福
祉
の
考
え
方
に

つ
い
て
は
、107
号
の
年
表
の
中
で
示
し
て
い
ま
す
が
、様
々
な
視
点
か
ら
示
さ
れ
、国
と
し
て

も
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
52（
１
９
７
７
）年
の
中
央
社
会
福
祉
審
議
会
の「
今
後
の
老
人
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
」

答
申
で
、「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、そ
の
入
所
要
件
に
お
い
て
経
済
的
理
由
を
取
り
除
く
と
と

重
し
、高
齢
者
の
住
ん
で
い
た
地
域
社
会
の
通
常
の
状
況
と
同
じ
施
設
生
活
の
質
を
保
障
す

る
た
め
、最
大
限
の
努
力
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

憲
法
25
条
の
規
定
だ
け
で
な
く
、こ
の
よ
う
な
審
議
会
、国
際
条
約
の
中
で
提
言
さ
れ
、承

認
し
て
き
た
居
住
福
祉
の
考
え
方
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。国
民
的
国
際
的
約
束

な
の
で
す
。こ
う
し
た
居
住
の
権
利
の
内
容
を
再
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
再
出
発
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
で
す
。

社
会
福
祉
を
考
え
る
　
～
高
齢
者
の
居
住
問
題
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

⑷
～副

理
事
長
　
小
笠
原
　
祐
次

表５　対策の変化

日本の施設、住宅の種類 スウェーデンの特別の
住居及住宅の種類

介 護 保 険 施 設

介護療養型医療施設

ナーシングホーム
（老人ホーム）

介護老人保健施設

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

養護老人ホーム
　　　（含む　介護内部型　介護外部利用型）

グループホーム（認知症対応型生活共同介護）
小規模多機能型施設（居宅介護） グループホーム

軽 費 老 人 ホ ー ム

軽費老人ホーム　A型

サービスハウス

軽費老人ホーム　B型

ケ　ア　ハ　ウ　ス

有 料 老 人 ホ ー ム

有料老人ホーム　介護型

有料老人ホーム　住宅型

有料老人ホーム　健康型

サービス付高齢者住宅（サ高住）
　　　（一部、有料老人ホームとして認定）

生 活 支 援 住 宅

シルバーハウジング

シルバーピア

グループリビング

生活支援ハウス

宿所提供施設　日常生活支援住居施設　（従来、
無料低額宿泊所＝宿所　提供施設とされていたも
のの一部が、生活保護法改正で）

一 般 住 宅

公営住宅・
高齢者向き住宅

一 般 住 宅
高齢者賃貸アパート

高齢者分譲マンション

一般住宅・マンション

戸建住宅
スウェーデンでは「施設」を「特別の住居」と規定
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　多摩同胞会では各施設から研修担当者を選出し研修担当会議を開催し、研修の年度計画を企画実施しています。平成 30 年度
の法人企画研修は 17 テーマ、その他各施設では運営規程に基づく必須研修やスキルアップ研修を開催し、さらに外部研修へも
積極的に職員を派遣しています。研修で学び得たことを質の高い利用者サービスのためにつないで行くには、さらなるフォロー
アップが必要ですので次年度の研修計画への継続的な取り組みが求められます。平成 30 年度の主な研修をご報告します。

研修テーマ「大規模災害への備えと法人の役割」

１．日　　時　①　9月 18 日（火）　15：30 ～ 17：30
　　　　　　　②　9月 21 日（金）　16：00 ～ 18：00
２．会　　場　①　緑苑　②　かんだ連雀
３．講 師 名　小笠原祐次副理事長
４．参加者数　①　32 名　②　26 名

研修テーマ「情報セキュリティ」

１．日　　時　①　11 月 20 日（火）　
　　　　　　　　　15：30 ～ 17：30
　　　　　　　②　11 月 22 日（金）
　　　　　　　　　16：30 ～ 18：30
２．会　　場　①　泉苑　②　かんだ連雀
３．講 師 名　江島将和氏（エドコンサルティング株式会社）
４．参加者数　①　30 名　②　27 名
５．研修内容
　今後の IC 活用による利便性に伴う情報漏洩のリスクの拡大の予防と、職員
の情報セキュリテイの意識を高める事を目的とした研修が開催されました。
　なぜ、セキュリテイ対策が必要なのか？という基本的な内容から、最近のセ
キュリテイ脅威の動向などを学び、『５分で出来る自社診断シート』を用いて普
段の業務を振り返りました。私達の仕事は多くの個人情報を取り扱っており、
ご利用者やご家族などの個人情報が漏洩する事があってはなりません。しかし
ながら一般的にも情報漏洩の約６割は人為的ミスとのこと。職員一人一人が、
今一度日々の業務を振り返り、情報管理について危機感を持ち、正確な知識を
身に着け、細心の注意を払う必要があると認識させられた研修でした。

研修テーマ「 心 の ケ ア 」

１．日　　時　①　10 月 2 日（火）　15：30 ～ 17：30
　　　　　　　②　10 月 5 日（金）　16：00 ～ 18：00
２．会　　場　①　緑苑　②　かんだ連雀
３．講 師 名　石川邦子氏
　　　　　　　　（シニア産業カウンセラー、
　　　　　　　　1級キャリアコンサルティング技能士）
４．参加者数　①　26 名　②　20 名
５．研修内容
　自己理解を深めて、レジリエンス（ス
トレスから回復する力）を高める方法を
学びました。ペアワークにより、これま
でに自分が頑張ってきた経験を振り返
り、自分がどんなことを大切にして仕事
をしているのかの気づきの場にもなりま
した。感情労働といわれる介護の仕事に
おいて、心のケアが大切であることを再
確認しました。最後にはアロマセラピー
を体験していい香りに癒されました。

研修テーマ「相談業務基本研修①②」

１．日　　時　①　　7 月 17 日（火）15：30 ～ 17：30
　　　　　　　②　10 月 24 日（火）15：30 ～ 17：30
２．会　　場　①　緑苑・かんだ連雀（スカイプ利用による同時開催）　②緑苑
３．①講師名　金井英明（かがやきプラザ相談センター業務責任者）
　　　　　　　寺嶋恵美（たっち次長）
　　②講師名　長谷川俊雄 氏
　　　　　　　（白梅学園大学子ども学部子ども学科教授）
４．参加者数　①　31 名　②　24 名
５．研修内容
　法人では、１年間の準備期間を経、今年度より相談業務に特化した研修が始
まりました。相談業務の向上を目指し足掛け 2 年をかけ相談業務に必要な内容
を 6回にわたり学ぶ予定です。
　第 1 回目は相談業務基本研修①「相談援助の基本視点と支援方法（総論）～問
題と課題」と題して法人内の職員が講師を務めました。何故相談業務に特化し
た研修が必要なのか、高齢者分野と児童福祉分野での「相談」の歴史的位置づ
けの変化や、相談に来られた方にＷell-Bing をもたらす相談員になることが大切
であることが熱く語られました。第２回目は、長谷川先生をお招きし、相談業
務にあたる際に土台となる理解や視点・方法について講義を受けました。題名
も「相談支援の基礎を再確認して、いっそう洗練させる」。大学だけでなく、現
在も多くの実践をされ、「ソーシャルワーカー」としてもご活躍の先生のお話で
は、相談者の抱える困難を多面的・多層的に理解すること、支援する人・支援
される人という関係ではない「みんなが当事者」という考えなど、文字通り土
台となる大切なことを学ぶことが出来ました。熱い先生のお話はなかなか文章
に表しきれず、２時間があっという間の研修でした。すでに相談業務について
いる参加者からは、「先生の話を聴けて良
かった」との声があがっていました。
　相談業務の研修は、始まったばかりです。
今後も「人の理解」や「社会資源」「コミ
ュニケーションスキル」等々のテーマで次
年度にわたって継続されます！
相談力をますますアップしていきたいと思
います !!

研修テーマ「事務局研修」

１．日　　時・テーマ・講 師 名
　①　  7 月 24 日（火） 15：30 ～ 17：00
　　　　財務（決算） 松岡一臣　監事（公認会計士）
　②　11 月 27 日（火） 15：30 ～ 17：00
　　　　財務（消費税） 山口浜屋税理士法人（顧問税理士）
　③　12 月 25 日（火） 16：00 ～ 17：00
　　　　情報処理 宗澤章（かんだ連雀主任）
　④　  1 月 29 日（火） 16：00 ～ 17：00
　　　　個人情報 佐藤泰史（あさひ苑主任）
２．会　　場　　泉苑 4階ホール
３．研修内容
　事務職員のレベルアップのため、年間計画により研修を開催して
います。（各回 15 名程度が参加）
　財務関係の研修では、公認会計士や税理士の講義により専門性を高
めています。「消費税」をテーマにした研修では、消費税 10％の軽減
税率について、「情報処理」ではWiFi の仕組みについて学びました。

研修テーマ「高齢基本スキルアップ研修」

１．日　　時　①　  6 月 26 日（火）28（木）　16：00 ～ 17：30
　　　　　　　②　  7 月 24 日（火）27（金）　16：00 ～ 17：30
　　　　　　　③　  9 月 26 日（水）28（金）　16：00 ～ 17：30
　　　　　　　④　10 月 24 日（水）26（金）　16：00 ～ 17：30
　　　　　　　⑤　11 月 27 日（火）29（木）　16：00 ～ 17：30
２．会　　場　高齢施設
３．講　　師　各施設介護主任等 13 名が交替で実施
４．参加者数　各回　5～ 6名
５．研修内容
　高齢基本スキルアップ研修は平成 22 年に検討
が始まり、平成 23 年から今の形で、新入職員向
けに介護の基礎スキルを学ぶために実施してい
ます。「食事」「排泄」「入浴」「福祉用具と移動」「認
知症」をテーマに年間 5 回行い、各施設の主任
が協力して講師を務め、会場は高齢施設を順番
に回り各施設の見学もできる良いチャンスと
なっています。基礎的な介護技術を学ぶ以外に
入職後同じような悩みを抱えている時期に、お
互いの近況を知ることにより職員同士の横のつ
ながりを持ち、さらに大切な「介護とは」につ
いて先輩から学ぶ良い機会となっています。

研修テーマ「母子 基礎ケアスキル研修」

１．日　　時　①　  6 月 25 日（月）　18：30 ～ 20：00　
　　　　　　　②　  9 月 21 日（金）　11：00 ～ 12：30
　　　　　　　③　10 月 22 日（月）　13：00 ～ 15：30
２．会　　場　①しらとり　②たっち　③きずな
３．講 師 名　①成瀬明子（しらとりリーダー）　　②伊能春美（たっち主任）　
　　　　　　　③岩田昭子（きずな次長）
４．参加者数　①～③　各 2名　のべ 6名
５．研修内容
　①母子生活支援　
「母子生活支援施設」の機能および役割、特色、利用者の状況、支援内容
　②地域の子育て支援
法人が、きずなを発祥とし、その後時代の変遷とともに高齢者福祉を担い“家
族支援”の理念のもとに様々な地域子ども・子育て支援事業を行っている現
状・事業の詳しい内容、また支援者としての姿勢についてなどを学びました。
　③支援の方法
母子生活支援施設における具体的な支援の手順（計画・実践・評価）
　いずれのテーマについても、10 年以上の実務経験者である各施設の現
職のリーダー、管理職が講師を務めました。研修参加者である今年度新入
職の２名からは、「支援者として、人を知るには、まず自分を知ること。
そのためには、自分を振り返ることを意識していきたい」といった共通の
感想がありました。

研修テーマ「業務効率化とサービス向上」

１．日　　時　①　平成 30 年 6 月 19 日（火）　
　　　　　　　　　15：30 ～ 17：30
　　　　　　　②　平成 30 年 6 月 22 日（金）　
　　　　　　　　　16：30 ～ 18：30
２．会　　場　①　泉苑　②　かんだ連雀
３．講 師 名　小笠原祐次副理事長　
４．参加者数　①　19 名　②　22 名
５．研修内容
　業務の見直しを行っていく上で、多摩同胞会
が創設以来、色々なプロジェクトを立ち上げな
がら問題と向き合ってきた経過を学ぶことがで
きました。法人 50 年史で、布おむつから紙おむ
つへの変化など時代とともに様々なことを取り
上げてきたことを再認識しました。また新しい
取り組みの紹介として、職員の動きを見直し、
時間帯における人の配置を分析し利用者対応の
充実につなげた事例や、平成30年度の主軸となっ
た「かかえあげゼロ」に向けたヒントにもつな
げることができました。常に次の一手を考えて
いくことが、より良いサービス提供に結びつく
ことを実感しました。

研修テーマ「抱え上げない介護」と
　　　　　　　　　「福祉機器の活用」
　　～現状の確認と課題の検討～

１．日　　時　　　7月 20 日（金）
　　　　　　　　　17：30 ～ 19：30
２．会　　場　①　 緑苑　②　かんだ連雀
　　　　　　　（スカイプ利用による同時開催）
３．講 師 名　　緑苑：比留間貴（あさひ苑

センター長）
　　　　　　　　　　　青木雅子（緑苑ＰＴ）
　　　　　かんだ連雀：峯俊美（かんだ連雀

　　　　　　　　　　　センター長）
　　　　　　　　　　　寺澤恭彦（あさひ苑次長）
４．参加者数　①　20 名　②　16 名
５．研修内容
　「抱え上げゼロ」の実現に向けて、各施設の
抱えている福祉機器を取り巻く現状と課題を法
人全体で共有することを目的とし開催されました。
　高齢者施設で働く職員に事前アンケートを実
施すると、「福祉機器を活用したい」という現
場職員の多くの前向きな声とともに、「新しい
ことを導入すること」への不安の声も聞かれま
した。それらについて参加者同士の積極的な意
見交換がなされ、実際に自分たちの感じている
課題や疑問を具体的に共有しました。
　新しいことを始める時は常に不安が伴うもの
ですが、より良いサービスを求めて法人全体と
してそれらに向き合い、「業務の見直し」を行
いながら一歩一歩前に進んでいく、そんな挑戦
する気持ちを新たに持つことができた良い研修
となりました。

研修テーマ「抱え上げ０　他施設から学ぶ」

１．日　　時　①　11 月 24 日（土）
　　　　　　　　　13：30 ～ 16：00
　　　　　　　②　12 月　8日（金）
　　　　　　　　　13：30 ～ 16：00
２．会　　場　社会福祉法人
　　　　　　　友愛十字会　砧ホーム
３．講 師 名　砧ホーム　鈴木健太施設長
４．参加者数　①　8名　②　6名
５．研修内容
　砧ホームは、東京都が行なっているロボット
介護機器・福祉用具活動支援モデル事業を活用
し、平成 28 年～ 29 年にかけて福祉機器導入と
現場職員への浸透に取り組まれておりました。
鈴木施設長のご説明では、最初から上手くいっ
たわけではなく様々な失敗や試行錯誤があった
との事です。福祉機器の理解を少しずつ浸透さ
せ、委員会を立ち上げ、委員会のメンバーには
積極的に外部研修や福祉機器に係る資格取得を
推奨したことで、今では当たり前のように福祉
機器の活用がなされ、委員会メンバー同士で様々
な工夫やさらなる向上に
取り組まれていることを
感じる事ができました。
我々も、目標となる環境
を目の当たりにし、法人
を挙げて『抱え上げ 0』
を目指すべく意欲と責任
を感じた良い研修でし
た。

５．研修内容
　日本の過去の災害を振り返り、災害大国である日本が周期的に災害に見舞われどのよう
な被害を受けてきたのか、そしてその中で施設と地域が繋がり災害を乗り越えてきた重要
性と役割を学ぶ機会となりました。
　突然の災害を止めることはできませんが、被害を最小限にすることは可能であり、如何
に予測を立てて準備できるかが大きな要素となります。研修を通して、①地域との協力関係
を継続すること、②各事業の BCP（事業継続計画）を策定すること、③防災訓練の継続的な
実施により職員の防災意識を高めることで、社会福祉法人の役割を果たしていきたいと思
います。

～多摩同胞会の人材育成～

石川先生の著書

各施設の事務をになう事務局メンバー 長谷川先生を囲んで

江島先生を囲んで



６

季刊しんあい109 号（平成31年３月 20 日発行）

平
成
最
後
の
発
行
と
な
る
109
号
。

31
年
に
わ
た
る
平
成
を
各
施
設
が
振
り
か
え
り
ま
し
た
。

新
た
な
る
元
号
の
時
代
も
み
な
さ
ま
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
時
間
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！

平
成
を
ふ
り
か
え
っ
て

7

　

平
成
元
年
の
頃
か
ら
、
地
域
と
施
設
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
交
流
行
事
が
続
い
て

い
ま
す
。
当
時
の
施
設
長
も
「
お
互
い
の

交
流
を
深
め
理
解
で
き
た
こ
と
が
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
協
力
の
基
に
施
設
の
運
営

が
成
り
立
つ
こ
と
を
学
び
始
め
た
頃
で
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
で

保
育
棟
、
管
理
棟
、
居
住
棟
Ａ
、
Ｂ
と
建

物
が
４
つ
に
分
散
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
利
用
者
の
生
活
を
守
る
た

め
に
建
物
を
ひ
と
つ
に
す
る
た
め
の
工
事

が
完
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
１０
年
の
児
童
福
祉
法
一
部
改
正
で

は
、
名
称
が
「
母
子
寮
」
か
ら
「
母
子
生

活
支
援
施
設
」に
改
め
ら
れ
施
設
名
も「
網

代
ホ
ー
ム
き
ず
な
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
東
京
都
か
ら
民
間
移
譲
さ
れ
法

人
の
施
設
と
し
て
の
運
営
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
周
辺
の
自
然
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
、「
き
ず
な

へ
来
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支
援
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
は
、
法
人
創
設
70
周
年
の
記
念
事
業
を
開
き
、
多
く
の
方
々
に
祝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
お
か
げ
さ
ま
で
法
人
に
勤
め
て
30
年
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
作

り
上
げ
て
き
た
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
の
思
い
出
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
温
か
な
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

次
長　

岩
田　

昭
子

　

た
っ
ち
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
平
成
17
年
３
月
17
日
、
先
日
14
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま

し
た
!!

　

１
月
末
ま
で
の
14
年
弱
で
、
ひ
ろ
ば
の
利
用
登
録
を
し
た
お
子
さ
ん
は
９
万
千
五
百
人

人
弱
、
ひ
ろ
ば
を
利
用
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
延
べ
83
万
６
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
14
年

前
と
比
べ
る
と
、
親
子
で
過
ご
せ
る
場
は
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
た
が
、
た
っ
ち
の
ひ
ろ
ば

は
現
在
も
毎
日
約
二
百
組
の
ご
家
族
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

開
設
当
時
利
用
し
て
い
た
お
子
さ
ん
は
、
す
で
に
中
学
生
・
高
校
生
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
職
場
体
験
や
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
さ
ん
と
し
て
、
た
っ
ち
で
再
会
す
る
こ
と

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
し
先
輩
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
開
始
か
ら
間
も

な
く
丸
17
年
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
か

つ
て
依
頼
会
員
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

い
た
方
が
提
供
会
員
と
し
て
登
録
し
、
先
輩

マ
マ
と
し
て
子
育
て
世
帯
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

と
き
の
流
れ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
再
会
・
循
環
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

本
当
に
心
強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
子
育
て
支
援
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
よ

う
に
、
た
っ
ち
も
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

よ
う
に
、
新
し
い
時
代
も
職
員
一
同
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長　

畑
山　

恭
子

　

緑
苑
が
府
中
市
武
蔵
台
か
ら
緑
町
に
移
転
し
て
き
た
の
は
平
成
6
年
の
こ
と
で
す
。
当

初
は
養
護
50
名
・
特
養
30
名
合
わ
せ
て
80
名
の
定
員
で
し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
市
内
で
初
め
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
を
含
め
た
特
養
80
名
（
平
成
26
年
に
は

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
が
地
域
密
着
型
特
養
に
指
定
20
名
）
と
シ
ョ
ー
ト
10
名
、
養
護
50
名
の

140
名
の
定
員
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
越

し
て
き
た
年
に
近
隣
自
治
会
の
回
覧
版
に
「
養
護
の
一
泊
旅
行
に
皆
さ
ま
も
一
緒
に
ご
参

加
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
嬉
し
い
こ
と
に
1
名
で
し
た
が
ご
参
加
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
す
。
そ
の
方
は
、
そ
の
後
20
数
年
に
わ
た
り
緑
苑
の
応
援
隊
と
し
て
協

力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
溶
け
込
む
努
力
の
一
つ
と
し
て
、
夏
ま
つ
り
を
通
じ
て
施
設
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
毎
年
地
域
の
方
に
案
内
状
を
お
配
り
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
増
設
工
事

期
間
は
中
断
し
ま
し
た
が
、
緑
苑
の
夏
ま
つ
り
は
今
で
は
地
域
の
夏
ま
つ
り
と
な
り
、
自

治
会
の
方
も
含
め
毎
年
500
名
以
上
の
地
域
の
方
が
参
加
さ
れ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

10
月
に
行
う
み
ど
り
展
（
展
覧
会
）
や
い

も
煮
、
餅
つ
き
な
ど
の
行
事
に
も
多
く
の

方
が
、
緑
苑
に
足
を
運
ん
で
下
さ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
の
温
か
い
理
解
も
あ
り
、
自

治
会
と
も
防
災
協
定
を
結
ん
で
、
万
が
一

の
時
に
は
お
互
い
協
力
し
て
い
く
体
制
も

整
え
る
こ
と
が
で
き
、
相
互
の
防
災
訓
練

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
１
階
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
は

毎
日
の
昼
食
会
な
ど
で
賑
わ
い
、
地
域
の

サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
新
元
号
と
な
っ
て
も
緑
苑
は
歩

み
続
け
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
時
代
と
な

り
、
変
化
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
ご
利

用
者
が
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
」と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
写
真
は
、
平
成
23
年
1
月
5
日

に
増
設
前
の
旧
玄
関
先
で
利
用
者
・
職
員

で
記
念
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

養
護
相
談
員　

平
岡　

貴
弘

　
【
平
成
】
と
い
う
ボ
ー
ド
を
抱
え
た
小
渕
官
房
長
官
を
テ
レ
ビ
で
を
見
た
の
が
つ
い
こ

の
間
の
よ
う
で
す
が
は
や
三
十
年
を
経
過
し
、い
ま　
そ
の
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

府
中
市
立
あ
さ
ひ
苑
は
、
平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
８
月
１
日
に
開
設
し
、
以
来
25

年
ま
さ
に
「
平
成
」
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

あ
さ
ひ
苑
の
周
り
は
、
数
か
所
の
福
祉
施
設
を
除
い
て
建
物
は
何
も
な
く
静
か
な
と
こ

ろ
で
、
近
く
の
野
原
で
は
た
ぬ
き
を
見
か
け
、
苑
庭
に
は
野
川
か
ら
カ
ル
ガ
モ
も
飛
ん
で

き
ま
し
た
。
い
ま
は
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
・
警
察
大
学
校
・
東
京
外
語
大
学
・
榊
原
記

念
病
院
・
警
視
庁
第
七
機
動
隊
さ
ら
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
に
な
る
武
蔵
野
の

森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
等
に
囲
ま
れ
、
環
境
は
一
変
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
苑
周
の
道
沿
い
に
は　

開
設
当
初
か
ら
の
桜
の
木
々
が
並
び
た
ち
春
に
な

る
と　

毎
年
毎
年　

同

じ
よ
う
に
開
花
し
て
く

れ
ま
す
。
ご
利
用
者
は
、

そ
の
鮮
や
か
な
色
合
い

を
目
に
し
、
花
び
ら
舞

わ
す
風
を
肌
で
感
じ
五

感
で
愉
し
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

　

元
号
は
５
月
１
日
に

改
ま
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
時
代
で
あ
れ
、

地
域
の
み
な
さ
ま
が
住

み
慣
れ
た
場
で
、
安
全

に
か
つ
安
心
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

地
域
の
福
祉
拠
点
と
し

て
、
そ
の
一
端
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

施
設
長　

坂
本　

卓
穂 子どもたちとつくったクッキーの「へいせい」

ひろばのシンボルツリー

　
移
り
変
わ
る景
色
と
歩
む

母
と
子
の
き
ず
な
を
守
る

１４
歳
に
な
り
ま
し
た
!!

武
蔵
台
か
ら
緑
町
へ

あさひ苑から東の方向の味の素スタジアムを望む

あさひ苑 きずな

たっち緑 苑

6
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平
成
7
年
、「
団
塊
の
世
代
」「
バ
ブ
ル
期
」
と
い
っ
た

世
の
中
全
般
が
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
経
済

状
況
の
低
迷
や
少
子
化
が
長
く
不
安
視
さ
れ
る
時
代
に
移

り
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
時
期
に
、
東
京
都
認
定
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
第
1
号
施
設
と
し
て
、「
白
鳥
寮
」

は
新
た
に
「
し
ら
と
り
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
入
所
ご
利
用
者
の
た
め
の
支
援
に
加
え
て
、

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
な
ど
の

地
域
の
方
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
併
せ
持
ち
、
お
よ

そ
24
年
が
経
過
し
た
今
も
、
多
く
の
方
々
の
力
に
支
え
ら

れ
て
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
心
で
き
る
居
場
所

と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
途
中
か

ら
開
始
さ
れ
た
「
親
子
ひ
ろ
ば
」
が
、
来
年
に
は
満
10
周

年
目
前
と
な
り
、
中
高
校
生
の
た
め
の
学
習
サ
ロ
ン
「
Ｓ

Ｋ
Ｙ
」（S

hiratori K
ids Y

ard

）
も
気
が
付
け
ば
も
う

す
で
に
活
動
開
始
か
ら
丸
3
年
を
超
え
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
新
し
い
元
号
を
迎
え
ま
す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
補
修
の
必
要
は
あ
る
も
の
の
震
災
に
も
び
く
と
も
し
な

か
っ
た
頑
強
な
建
物
は
、
平
成
を
通
じ
て
長
く
密
か
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
包
み

込
ん
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

り
続
け
て
く
れ
そ
う
で
す
。

施
設
長　

片
岡 

高
博

　

１
９
９
５
（
平
成
7
）
年
の
武
蔵
台
地
区
の
再
整
備
に

よ
り
現
在
は
会
議
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
本

部
事
務
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
給
与
関
連
の
業
務
は
先

行
し
て
本
部
集
約
が
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
主
に
法
人

固
有
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅱ
Ａ
に
て
事
務
の
統
合
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
翌
２
０

０
５
（
平
成
17
）
年
に
、
人
事
・
庶
務
、
財
務
・
経
理
、

介
護
請
求
、
広
報
や
情
報
管
理
等
を
集
約
す
る
現
在
の
事

務
局
が
誕
生
し
ま
し
た
（
現
在
の
事
務
所
は
か
つ
て
診
療

所
が
あ
っ
た
部
屋
で
す
）。

　

働
く
場
所
は
離
れ
て
い
て
も
分
担
、
協
力
し
な
が
ら
ひ

と
つ
の
業
務
を
進
め
て
い
く
事
務
局
の
結
束
力
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
サ
イ
ボ
ウ
ズ
や
共
有
フ
ォ

ル
ダ
等
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
の
始
ま
り
は
法
人
で
は
ワ
ー
プ
ロ
が
全
盛
の
時
代

で
し
た
。
そ
し
て
平
成
が
幕
を
閉
じ
る
今
年
、
新
た
な
業

務
シ
ス
テ
ム
と
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

法
人
の
理
念
を
守
る
た
め
に
、
変
え
る
べ
き
も
の
は
変

え
て
い
く
勇
気
を
も
っ
て
、
事
務
局
は
こ
れ
ま
で
も
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
各
事
業
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

管
理
財
務
担
当
事
務
長　

青
木
志
乃

　

昭
和
の
中
間
地
点
で
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
は
、
昭
和

の
時
代
を
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
彼
方
に
押
し
や
っ
た
の
が「
平

成
の
時
代
」
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
か
ん
だ
連
雀
に
と
っ
て
は
、
こ
の
千
代
田
の
土
地

で
事
業
を
始
め
た
、
と
て
も
重
要
な
「
今
」
の
時
代
で
す
。

私
は
介
護
保
険
前
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
多
く
の

職
員
に
と
っ
て
は
介
護
（
福
祉
）
の
仕
事=

介
護
保
険
と

い
う
構
図
で
す
。
保
険
制
度
下
で
特
に
求
め
ら
れ
る
遵
法

性
、
効
率
性
、
採
算
性
、
説
明
責
任
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
び
な
が
ら
、
様
々
な
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
よ
り
人
の
生
活
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
、「
平
成
後
」
の
時
代
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
突
入
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
長　

武
田
潤
一
郎

　

平
成
元
年
は
天
皇
の
即
位
の
礼
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
か
ら
法
人
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
天
皇

即
位
を
祝
う
東
京
都
の
行
事
は
平
成
２
年
に
行
わ
れ
、
そ

の
席
で
都
民
の
代
表
と
し
て
直
接
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

た
の
が
法
人
の
創
設
者
で
名
誉
都
民
の
、
中
城
イ
マ
理
事

長
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
30

年
、
高
齢
者
に

も
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま
し

た
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
に
つ

れ
、
介
護
保
険

制
度
の
導
入
に

よ
り
福
祉
の
考

え
方
も
大
き
く

変
化
し
ま
し

た
。
社
会
福
祉

法
人
の
運
営
も

振
り
回
さ
れ
、

一
番
大
切
に
し

て
い
る
運
営
方

針
も
損
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

平
成
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、
も
う
一
度
原
点
に
戻
り
、

ご
利
用
者
の
生
活
を
支
え
、
更
に
人
の
命
を
お
預
か
り
し

て
い
る
重
大
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
い
も
の

で
す
。
30
年
間
に
は
、
泉
苑
内
に
も
様
々
な
災
害
や
事
故

が
有
り
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
職
員
全
員
で
協
力
し
合
い

乗
り
越
え
る
事
も
で
き
ま
し
た
。

　

元
号
が
変
わ
り
新
た
な
年
月
を
数
え
る
事
に
成
り
ま
す

が
、
組
織
力
を
生
か
し
、
揺
る
が
ぬ
社
会
福
祉
法
人
の
施

設
の
継
続
的
運
営
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

施
設
長　

福
岡　

重
男

　

平
成
15
年
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
が
開
設
さ
れ
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
入
居
者
の
方
々
も
職
員
も
、
新
た
な
出
会
い
や

生
活
に
胸
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
新
し
い
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
15
年
の
月
日
が
経
過
し
、
そ
の
間
た
く
さ

ん
の
出
会
い
と
新
た
な
出
発
が
あ
り
ま
し
た
。
お
歳
を
重

ね
、
お
身
体
の
状
態
も
変
化
す
る
と
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
は

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
わ
か

れ
す
る
の
は
寂
し
い
け
れ
ど
、
私
は
新
た
な
出
発
だ
と
思

っ
て
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

つ
い
先
日
、
A
さ
ん
が
、
別
の
施
設
へ
移
っ
た
B
さ
ん

へ
お
手
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
お
礼

の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
設
後
間
も
な
く
入
居

さ
れ
た
C
さ
ん
は
、先
日
「
こ
こ
を
出
た
く
な
い
よ
。
色
々

あ
り
が
と
う
ね
」
と
仰
っ
て
下
さ
り
、
新
た
な
生
活
へ
向

か
わ
れ
ま
し
た
。

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
平
成
は
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
、
笑
顔
、

そ
し
て
お
互
い
に
泣
き
笑
い
で
手
を
振
っ
て
「
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
！
」「
あ
り
が
と
う
！
」
が
あ
り
ま
し
た
。

写
真
は
C
さ
ん
が
飾
っ
て
下
さ
っ
た
額
縁
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
相
談
員

藤
井　

貴
子

　

社
会
福
祉
事
業
従
事
者
と
し
て
、
30
年
間
の
平
成
時
代

を
ふ
り
返
れ
ば
、
平
成
12
年
の
介
護
保
険
法
施
行
を
境
に
、

ま
っ
た
く
様
相
が
変
わ
っ
た
・
・
・
と
、
こ
こ
ま
で
書
い

て
気
づ
い
た
。

　

い
や
。

　

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

日
本
で
は
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
り
、
ド
イ
ツ
で
は
ベ

ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
平
成
元
年
。
生
活
に
困
難
を
抱

え
て
い
る
お
年
寄
り
は
既
に
大
勢
い
た
。
法
人
の
先
輩
方

は
、
必
死
に
な
っ
て
そ
の
方
々
を
支
え
て
い
た
。
泉
苑
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
は
府
中
市
全
域
を
カ
バ
ー
し
、
そ
の
利
用
延

べ
人
数
は
一
年
間
で
７
，４
８
５
人
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
僕
ら
は
や
は
り
必
死
に
な
っ
て
お
年
寄

り
の
命
と
生
活
を
支
え
て
い
る
。
25
年
前
、
初
め
て
介
護

の
仕
事
に
つ
き
緊
張
し
て
い
る
僕
に
対
し
、
励
ま
す
よ
う

に
笑
っ
て
く
れ
た
特
養
入
居
者
の
I
さ
ん
。
今
年
の
夏
に

自
宅
で
倒
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
、
重
度
の
脳
梗

塞
後
遺
症
か
ら
復
活
し
、
笑
っ
て
特
養
に
入
所
し
た
K
さ

ん
。
ふ
た
り
の
笑
顔
に
は
何
の
変
わ
り
も
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
生
活
を
支
え
て
い
る
大
勢
の
法
人
職
員
や
、
ご
家
族
、

関
係
者
の
気
持
ち
も
、
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

昔
も
今
も
、
そ
こ
に
は
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

か
が
や
き
プ
ラ
ザ
相
談
セ
ン
タ
ー

業
務
責
任
者　

金
井　

英
明

「
し
ら
と
り
」

と
い
う
場
所

い
ま
も

む
か
し
も

こ
れ
か
ら
も

か
ん
だ
連
雀誕
生

法
人
の
原
点
に

も
ど
る

出
会
い
と
別
れ

 

笑
顔
と

新
た
な
出
発

世
界
は
愛
に

あ
ふ
れ
て
い
る
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私
の
全
て
が
詰
ま
っ
た
平
成
。新
た

な
元
号
と
共
に
人・
物・
事
と
の
新
た

な
出
会
い
に
も
期
待
し
、勇
猛
精
進

し
て
い
き
ま
す
。先
ず
は
健
康
第
一
に

平
成
を
駆
け
抜
け
た
い
で
す
。

（
た
っ
ち　

長
谷
川
朝
生
）

　

平
成
に
生
ま
れ
、学
生
時
代
を
過

ご
し
、就
職
。そ
の
ま
ま
結
婚
ま
で
い

き
た
か
っ
た
な
ぁ
…
な
ぁ
ん
て
。

　

新
し
い
出
会
い
に
期
待
し
つ
つ
。私

の
青
春
が
詰
ま
っ
た「
平
成
」で
し
た
。

（
し
ら
と
り　

吉
田
智
咲
）

　

30
年
と
聞
く
と
長
い
で
す
が
、実
際

を
振
り
返
る
と
あ
っ
と
言
う
間
だ
っ
た

な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。新
た
な
元
号
に
な

って
も
楽
し
く
素
敵
な
日
々
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。�（
き
ず
な　

山
田
恵
未
）

　

様
々
な
岐
路
で
人
に
助
け
て
も
ら
い
、

人
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
た「
平
成
」で

し
た
。�（
か
ん
だ
連
雀　

粟
沢
尚
広
）

　

元
号
が“
平
成
”に
変
わ
っ
た
と
思

っ
て
い
た
ら
、い
つ
の
間
に
か
30
年
も

経
っ
て
い
ま
し
た
。ま
だ
子
供
だ
と
思

っ
て
い
た
自
分
に
子
供
が
生
ま
れ
、時

の
流
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

�

（
岩
本　

松
本
幸
二
郎
）

　

昭
和
の
時
代
は
自
分
の
た
め
の
時

間
で
あ
り
、平
成
は
子
育
て
や
福
祉
の

仕
事
を
通
し
て
、誰
か
と
共
に
過
ご
し

た
時
間
で
し
た
。新
し
い
元
号
は
ど
ん

な
過
ご
し
方
に
な
る
の
か
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。�（
あ
さ
ひ
苑　

高
野
幸
枝
） 　

学
生
生
活
や
就
職
に
転
職
、結
婚

な
ど
30
年
の
中
に
欠
か
せ
な
い
出
来

事
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。新
し
い

時
代
に
ど
ん
な
こ
と
を
経
験
出
来
る

か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

Ｙ
Ｍ
）

　

平
成
で
結
婚
し
、３
人
の
子
供
が

生
ま
れ
、介
護
の
世
界
で
働
き
始
め

ま
し
た
。子
供
達
も
大
人
と
な
り
、結

婚
し
て
、平
成
の
最
後
に
孫
が
生
ま

れ
ま
し
た
。31
年
間
は
大
き
い
で
す

ね
。�

（
泉
苑　

南
佳
代
）

　

振
り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
30

年
間
で
し
た
。ギ
リ
ギ
リ
昭
和
生
ま
れ

の
私
の
記
憶
は
平
成
の
も
の
ば
か
り

で
す
。新
し
い
元
号
に
な
っ
て
か
ら
の

記
憶
が
楽
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。�

（
泉
苑　

開
田
圭
一
）

　

平
成
が
始
ま
っ
た
の
が
、私
が
中
学

一
年
生
の
時
。今
は
息
子
が
中
学
一
年

生
。月
並
み
で
す
が
、あ
っ
と
い
う
間
の

30
年
で
し
た
。�（
緑
苑　

大
日
向
龍
）

　

学
生
か
ら
働
く
母
親
に
至
っ
た
平

成
時
代
で
し
た
。時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

悔
い
の
な
い
よ
う
に
日
々
を
過
ご
し
て

い
き
ま
す
。�（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

昨
年
勤
続
30
年
の
表
彰
を
い
た
だ

い
た
私
に
と
っ
て「
平
成
」は
、多
摩
同

胞
会
そ
の
も
の
で
す
。新
た
な
元
号
の

も
と
で
は
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に

確
実
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
篠
笛
演
奏

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
磯
之
彦
さ
ん
で
す
。

　

磯
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
は
3
年
程
。

篠
笛
の
音
色
の
よ
う
に
物
腰
柔
ら
か
な

温
か
い
お
人
柄
で
、
年
に
3
回
ほ
ど
、

和
楽
器
に
親
し
む
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
篠
笛
」
と
聞
く
と
、
お
祭
り
の
お

囃
子
や
寄
席
の
出
囃
子
を
思
い
つ
く
方

が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
磯
さ
ん
の

選
曲
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お

り
、
民
謡
は
も
ち
ろ
ん
、
童
謡
、
唱
歌
、

さ
ら
に
は
昔
懐
か
し
の
テ
レ
ビ
主
題

歌
（
月
光
仮
面
や
赤
胴
鈴
之
助
な
ど
）、

昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
、
ム
ー
ド
歌
謡
ま
で
、

ご
利
用
者
が
慣
れ
親
し
ん
だ
数
々
の
曲

を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
ま
す
。
途
中
で

篠
笛
の
説
明
コ
ー
ナ
ー
も
挟
み
つ
つ
、

1
時
間
弱
の
演
奏
会
。
間
近
で
篠
笛
の

音
色
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
も
、

末
永
く
ご
縁
が
続
く
と
嬉
し
い
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

近
藤
雅
代

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

～　

泉　

苑　

～

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好
子　

阿
部
才
千

代　

荒
井
迪
子　

荒
波
智
子　

有
本
陽
子　

飯
塚
喜
亥
子　

囲
碁

を
楽
し
む
会　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石
坂
勝
世　

石
坂
ト
メ
ヨ

　

石
澤
圭
子　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

井
出
睦
子　

井
上
智

美　

今
喜
多
ト
シ
江　

今
橋
博
子　

上
野
時
子　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

海
野
仁
子　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

江
坂
千
鶴　

N
R
S
音
楽

隊　

榎
本
成
子　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
川

久
美
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子　

太
田
久
美
子　

大
坪
イ
ネ
子

　

大
野
文
子　

大
場
正
子　

大
橋
啓
吾　

大
原
捷
子　

大
屋
康
夫

　

大
類
浩
平　

岡
田
基
子　

小
川
健
治　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子

　

奥
山
チ
ヤ
子　

オ
コ
サ
の
会　

岡
野
洋
子　

小
崎
慶
子　

尾
崎

節
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
靖
宣　

音
楽
園　

お
は
な
し
夢
く
ら
ぶ

　

Ｏ
ｈａｎａ�

Ｈｕ
ｌａ�

Ｔｅａｍ　

小
柳
亜
樹
子　

折
田
浩
一　

カ
ー

レ
ッ
ト　

海
江
田
紀
久
子　

鹿
島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美

千
代　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
栄
子　

加
藤
廣
治　

加
藤
静

　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
子
武
仁　

神
山
し

げ
子　

亀
岡
紀
知
信　

川
崎
雅
人　

菊
池
和
彦　

菊
地
裕
子　

き

ず
な
の
手
・
江
戸
川　

ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
の
会　

北
島
美
恵

子　

北
田
悦
江　

木
谷
教
子　

木
森
哲　

具
嶋
郁
子　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀
子　

隈
元
与
志
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原

宏
子　

グ
レ
ー
ス
と
宝
石　

黒
川
澄
子　

黒
川
ト
ヨ
子　

弦
間
ま

さ　

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ａ　

小
池
昌
子　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出

由
美
子　

河
野
ひ
ろ
み　

黄
美
華　

古
賀
明
美　

小
久
保
桂
子　

児
島
章
子　

小
島
孝
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ

し
江　

後
藤
祐
輝　

小
林
照
子　

小
林
真
弓　

小
林
道
子　

小
林

わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

小
牧
直
子　

是
永
美
代
子　

今
野
幸
子

　

齋
藤
健
三
朗　

斎
藤
千
枝
子　

斉
藤
則
子　

酒
井
和
子　

坂
本

越
子　

佐
久
間
桂
子　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公
子　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園　

佐
野
田
鶴
子　

佐
山
香
織　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

設
楽
文
子

　

篠
田
良
栄　

島
津
た
か
子　

清
水
智
子　

清
水
文
枝　

清
水
光

子　

下
江
美
鈴　

下
宏
子　

写
童　

進
藤
登
美
子　

新
村
信
子　

杉
本
節
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
瞳　

鈴
木
由
美　

鈴
木
好
枝　

鈴

木
好
子　

す
み
れ
会　

瀬
戸
貞
子　

浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集

い　

高
木
令
子　

髙
倉
祥
子　

高
橋
恭
子　

高
橋
チ
ヨ
子　

髙
橋

ヤ
ヨ
イ　

瀧
澤
千
登
勢　

滝
沢
冷
子　

多
喜
田
操
子　

竹
内
由
美

子　

田
島
み
よ　

田
中
典
子　

谷
敦
子　

田
野
倉
晴
美　

田
部
美

智
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団　

田
村
知
江
子　

丹
野
由
紀
子

　

千
葉
よ
し　

長
明
美　

土
屋
と
き
枝　

堤
明　

寺
町
律
子　

東

京
善
意
銀
行
友
の
会　

遠
山
憲
子　

外
崎
芳
恵　

戸
島
正
子　

栃

谷
さ
き　

中
垣
春
代　

中
込
八
重
子　

長
澤
道
子　

長
島
広
美　

中
田
夏
枝　

永
野
洋
子　

中
野
渡
と
み
子　

中
村
孝
子　

中
村
千

代
子　

中
村
美
佐
江　

中
村
恭
俊　

中
山
伊
久
子　

中
山
寿
美　

那
須
雅
美　

二
胡
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち　

西
村
珠
美　

二
宮
澄

子　

根
岸
路
子　

野
坂
昭
弘　

橋
場
昭　

長
谷
川
和
子　

長
谷
川

志
津
子　

早
矢
仕
房
男　

原
田
君
枝　

原
田
圀
彦　

原
田
康
子　

原
俊
江　

樋
口
淳
子　

樋
口
よ
し
子　

肥
後
住
江　

久
島
な
る
子

　

日
髙
千
敦
子　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津
子　

平
松
ふ
じ
子　

広

木
き
く
江　

深
澤
眞
紀　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子　

藤
田
京

子　

府
中
第
二
中
学
校
合
唱
部　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

プ

リ
モ
・
ピ
ア
ッ
ト　

古
園
絢
子　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

保
坂

良
子　

星
野
若
佐　

細
木
南
美　

堀
江
深
雪　

孫
田
一
昭　

政
所

優
季　

町
田
知
行　

松
下
朗　

松
田
恵
子　

松
野
ア
イ　

松
実
宏

枝　

丸
田
の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

水
谷
百
合
子　

三
輪
孝
子　

宮

崎
清
子　

宮
本
康
子　

明
神
淑
恵　

村
井
福
子　

村
岡
栄
美
子　

明
治
安
田
生
命　

本
野
幸
子　

紅
葉
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
若
葉
会　

百
瀬
洋
子　

守
屋
貴
美
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

矢
崎
英
子

　

栁
澤
梅
子　

山
崎
キ
ヌ
子　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田

ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
野
栄
治　

山
本
恵
美
子　

山
本
峯
子　

山
森
貞
枝　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

横
尾
美
知
子

　

横
山
真
智
子　

吉
岡
秋
夫　

吉
竹
佐
紀　

吉
田
恒
雄　

吉
田
陸

子　

吉
本
栄
子　

米
山
秀
子　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字

奉
仕
団　

脇
山
令
子　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
邊
恵
子　

渡
邊

ひ
で
子　

若
葉
会　

渡
辺
浩
子　

渡
邉
弘
子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉

房
子　

渡
辺
守�

（
２
０
１
８
年
12
月
～
２
０
１
９
年
２
月
）

石
井
宏　

上
野
恒
明　

上
床
晃
代　

遠
藤
満　

大
木
雅
美　

大
沢

良
三　

公
益
財
団
法
人
オ
リ
ッ
ク
ス
宮
内
財
団　

岡
田
敏
子　

株

式
会
社
協
和�

協
和
ふ
わ
り
ぃ
基
金　

一
般
財
団
法
人�

熊
崎
報
恩

財
団　

坂
本
悌
治　

佐
久
間
廣
太
郎　

浄
土
宗
八
王
子
組
青
年
会

　

一
般
財
団
法
人�

鈴
木
助
成
事
業
財
団　

永
井
文
子　

日
産
緑
化

株
式
会
社　

㈱
P

－

I
N
T　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
事
業
部　

前
川
浩
子　

三
浦
よ
し
江　

明
治
安
田
生
命　

株
式
会
社�

メ
リ
ー

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー　

吉
田
ヒ
サ
子　

（
２
０
１
８
年
12
月
～
２
０
１
９
年
２
月
）

一
般
社
団
法
人�

東
京
文
具
工
業
連
盟　

�

（
２
０
１
８
年
５
月
）

～
平
成
を
振
り
返
っ
て
～

古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい109 号

10

　

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）


